
伝熱・結露

熱貫流量q［w］
＝A［壁の面積］/R［熱貫流抵
抗］×（t１-t0）［内外温度差］

熱伝導比抵抗と温度分布
均一な壁 熱流；一定

熱伝導比抵抗；大 温度勾配；急

熱伝導率λ

比重；大→熱伝導率；大 金属〉石〉木材〉ポリ

水分；含有大（多）→　　　　　
熱伝導率；大

グラスウール

かさ比重小；熱伝導大

熱伝導率；　　　　　　　　　
コンクリートの１/20～１/30

湿気を含むと熱伝導抵抗；小

 16kg/m３

32kg/m３ ；断熱性高い

同じ材料

高温になるほど熱伝導率；大き
くなる

壁体；　　　　　　　　　　　
表面に当たる風速の影響　有

熱損失係数

各部位の熱損失を床面積と室内
外の温度差で割ったもの

値；小
床面積あたりの熱損失が少ない

エネルギー消費；小

伝熱計算 壁体熱伝達率
屋外；23W /（m２・K） 20/kcal(m2・h・℃）

屋内；９W /（m２・K） ８/kcal(m2・h・℃）

熱容量
＝比熱×質量

熱容量；大
温まりにくい⇄冷めにくい

室温変動；緩やか 室温；変動幅→小

日射遮蔽係数

総合熱伝達率

「対流熱伝達率」＋「放射熱伝達率」

外壁面が外気温度に等しい黒体
で覆われていると仮定

日射や夜間放射の影響が
ないものとみなした値

空気層の熱抵抗断熱効果；向上

アルミ箔

片面or両面

断熱効果；２倍以上

内/外効果；差なし

密閉度；高

２～４cm程度

内部結露の防止

断熱材室内側（高温高湿側）に防湿層

通気層；有効壁体内の湿気を排除

外断熱構造有効

表面結露の防止

壁体；断熱性能；高く（向上）
出隅・隅角部

ヒートブリッジ　避ける

換気絶対温度；下げる

壁表面家具等隙間を設ける空気流動させる

北側の外壁；接する押入れを設けない；配慮

内断熱、外断熱効果変わらない

結露

表面結露壁面温度→空気の露点温度より低い

内部結露
壁面内

ある位置で→空気の露点温度よ
り低い

断熱性低下の要因

暖房された室につながる暖房さ
れてない室→結露起こりやす

建具

二重サッシ内側サッシ気密性；高くする

引き違いのはめ込みガラス　　　　　　
１枚ガラス→複層ガラス

遮音性能は期待できない

断熱性の向上

日射熱取得率（日射侵入率）

R3
4

建築物の伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

1 ．冬期において、二重サッシの間の結露を防止する
ためには、屋外側よりも室内側のサッシの気密性能を
高くするとよい。

2 ．室内の壁表面における自然対流熱伝達率は、壁表
面と室内空気との温度差が大きくなるほど高くなる。

3 ．繊維系断熱材は、含水率が増加すると水の熱伝
導抵抗が加わるので、断熱性能が向上する。

❌

4 ．複層ガラスにおいて、Low-Eガラスを屋外側に用い
ると、室内側に用いる場合に比べて遮熱 性が高まる。

R元
４

建築物の伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

1 ．外壁において、熱橋部分の室内側表面温度は、一般
に、熱橋部分以外の部分の室内側表面温度に比べて、外
気温度に近くなる。

2 ．複層ガラスの中空層が完全な真空であると仮定す
ると、複層ガラスの熱貫流率は、 0（ゼロ）となる。

❌

3 ．壁体内の密閉された中空層の熱抵抗は、中空層
の厚さが 100 mmを超えるとほとんど変化しない。

4 ．外壁面の外気側における総合熱伝達率は、外壁面
が外気温度に等しい黒体で覆われていると仮定し、日射
や夜間放射の影響がないものとみなした値である。

H30
２

結露に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．空気を加熱しても、絶対湿度が同じ場合、
その空気の露点温度は変化しない。

２．窓ガラスの室内側にカーテンを設けること
は、冬期におけるガラス面の結露の防止対策と
して期待できない。

３．冬期において、二重サッシの間の結露を防止す
るためには、室外側サッシの気密性に比べて室内側
サッシの気密性を高くすることが有効である。

４．冬期において、外壁に接する押入れ内に生じる
結露を防止するためには、押入れの襖の断熱性を高
くすることが有効である。

❌

H30
４

伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なも
のはどれか。

１．室の断熱性能を高めることにより、一般に、室温と
室内表面温度との差を小さくすることができ、室内の上
下の温度差も小さくすることができる。

２ ．日射を受ける外壁面に対する相当外気温度（SAT）
は、その面における日射吸収量、風速等の影響を受ける。

３．窓ガラスの日射熱取得率（日射侵入率）は、「ガラ
スに入射した日射量」に対する「ガラスを透過した日射
量」の割合である。

❌

４．同種の発泡系の断熱材で空隙率が同じ場合、熱伝導
率は、一般に、断熱材内部の気泡寸法が大きいものほど
大きくなる。

H28
２

住宅における結露の防止に関する次の記述のうち、最も不
適当なものはどれ か。

１．浴室から他の室への水蒸気の浸入を抑制するため、
浴室に設置した排気ファンを使用した。

２．外壁の内部結露を防止するため、断熱材の室内側に防
湿層を設けた。

３．木造住宅における最上階の天井部分のみに断熱材を施
した屋根において、野地板面 の結露を防止するため、小
屋裏に換気口を設けた。

４．暖房設備から室内に発生する水蒸気の量を抑制するた
め、暖房設備を密閉型燃焼器具の代わりに開放型燃焼器具
とした。

❌

H28
４

伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．透明フロート板ガラスは、一般に、可視光線に比べて長
波長域の赤外線を通しにくい。

２．単層壁の熱貫流抵抗は、同一の材料で壁の厚さを２倍
にしても２倍にはならない。

３．壁体表面の対流熱伝達率は、風速が大きいほど大きくなる。

４．グラスウールの熱伝導率は、一般に、かさ比重(密
度)が大きいほど大きくなる。

❌

H26
４

伝熱・結露に関する次の記述のうち、最も不適当なもの
はどれか。

１．同種の発泡性の断熱材において、空隙率が同
じ場合、一般に、材料内部の気泡寸法 が大きいも
のほど、熱伝導率は小さくなる。

❌

２．日射遮係数の値が小さいほど、日射遮性能は
高くなる。

３．壁体内の中空層の表面の片側をアルミ箔で覆
うと、壁体の熱抵抗は大きくなる。

４．「表面温度」が「表面近傍の空気が含む水蒸
気量から求められる露点温度」を下回る場合に、
表面結露が発生すると判断できる。

H25
４

伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．室内において、自然対流熱伝達率は、熱の流
れる方向と室温・表面温度の分布によって変化
し、室温が表面温度より高い場合、床面より天井
面のほうが大きな値と なる。

２．壁体内の密閉された中空層の熱抵抗は、その
厚さが 10～15mmの範囲では、厚さに比例して
大きくなる。

３．窓ガラスの日射熱取得率(日射侵入率)は、
「ガラスに入射した日射量」に対する「ガラス
を透過した日射量とガラスが吸収した後に室内
側に放出された熱量との和」の 割合である。

４．床下空間を有する木造住宅の基礎断熱工法
の基礎部分においては、外気に直接通じる床下
換気口を設けることが望ましい。

❌

R4
4

建築物の伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当な
ものはどれか。

1 ．開口部（窓ガラス+ブラインド等）の
日射遮蔽係数は、その値が大きいほど日射
遮蔽効果が大きくなる。

❌

2 ．窓ガラスの日射熱取得率は、「ガラスに入
射した日射量」に対する「ガラスを透過した日
射量と ガラスが吸収した後に室内側に放出され
た熱量との和」の比率で表される。

3 ．壁体の総合熱伝達率は、「対流熱伝達
率」と「放射熱伝達率」の合計である。

4 ．外壁表面の対流熱伝達率は、外部風速が
大きいほど大きくなる。


